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松阪＆多気 各月末時点における労働災害発生状況
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当
署
管
内
（
松
阪
市
・
多
気
郡
）
に
お
け
る
第
三
次
産

業
で
の
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、
令
和
４
年
は
124

人
と
、
直
近
10
年
間
で
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
、
労
使
が
協
力
し
て
災
害
防
止

の
た
め
の
取
組
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

当
署
で
は
、
第
三
次
産
業
に
お
け
る
自
主
的
な
安
全
衛

生
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
『「
死
亡
災
害
ゼ
ロ
・
ア
ン
ダ

ー

松
阪
＆
多
気
」
第
三
次
産
業
・
ゼ
ロ
災
運
動

』
を

企
画
し
、
100
日
間
、
無
災
害
に
挑
戦
す
る
事
業
場
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
事
業
場
内
の
危
険
個
所
を

見
直
し
、
無
災
害
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く

は
、
三
重
労
働
局
HP
内
「
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
」
ま
で
。 

 

実
施
期
間  

 
 

 

令
和
５
年
９
月
20
日
～
令
和
５
年
12
月
28
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
歴
日
数
で
100
日
） 

 

参
加
資
格  

 

①
松
阪
市
又
は
多
気
郡
所
在
の 

 
 

事
業
場 

 

②
業
種
が
第
三
次
産
業
で
あ
る 

 
 

事
業
場 

 

③
経
営
首
脳
が
趣
旨
に
賛
同
し
、
労
使 

 
 

協
調
の
上
、
労
働
災
害
防
止 

 
 

に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
。 

 

災
害
速
報
（
令
和
５
年
８
月
末
） 

 
 

前
年
同
期
よ
り
17
人
増
加
！ 

 
 

 
 

 

災
害
発
生
に
歯
止
め
を
！ 

  

！ 

 

８
月
末
現
在
に
お
け
る
松
阪
労
働
基
準
監
督
署
管
内
の
休
業
４

日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、
前
年
同
期
よ
り
17
人
増
加
し
、
159
人

（
12
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
過
去
３
年
間
（
令
和
３
年
～
本
年
）
に
お
け
る
８
月
末

の
数
値
と
比
較
し
て
も
最
多
と
な
り
ま
す
（
令
和
３
年
８
月
末
は

147
人
、
令
和
４
年
８
月
末
は
142
人
）。 

 

特
に
、「
製
造
業
」
に
お
い
て
は
、 

休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数
が
49
人 

に
の
ぼ
り
、
前
年
同
期
の
32
人
と
比 

べ
て
、
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
き
く
増
加
し
た
「
製
造 

業
」
以
外
に
も
、「
建
設
業
」
や
「
商 

業
」、「
清
掃
業
」
等
の
多
く
の
業
種
に
お
い
て
死
傷
者
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。 

 

災
害
の
多
い
業
種
で
は
な
い
か
ら
、
う
ち
で
は
一
度
も
災
害
が

起
こ
っ
て
な
い
か
ら
と
油
断
せ
ず
、
災
害
が
発
生
す
る
前
に
、
今
か

ら
事
業
場
内
の
危
険
箇
所
や
作
業
手
順
を
見
直
し
て
、
未
来
の
労

働
災
害
の
芽
を
排
除
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

先月より28人増 

  増加数本年最多！ 

 

製造業 32人

建設業 16人

運輸交通
貨物取扱

18人

商業 25人

保健衛生 19人

清掃業 ３人

49人

19人

18人

28人

20人

６人

令和４年 令和５年

（各年８月末時点での死傷者数）



 

  

 

 

 

令
和
５
年
９
月
８
日
ま
で
の
間
、
身
近
な
「
は
た
ら
く
ひ
と
」

に
「
今
日
も
一
日
安
全
に
働
こ
う
」
と
思
わ
せ
る
イ
ラ
ス
ト
（
共

催
：
松
阪
労
働
基
準
協
会
、
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
三
重
県

支
部
松
阪
分
会
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
三
重

県
支
部
松
阪
分
会
）
を
募
集
し
、
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

受
賞
作
品
は
、
労
働
安
全
衛
生
松
阪
地
区
大
会
【
令
和
５
年
１１

月
１４
日
（
火
）
】
に
お
い
て
、
表
彰
し
ま
す
。
い
ま
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。 

 

  

 

第２回「はたらくひと」募集イラスト紹介 

▶当月報では、順次、昨年度（第２回）応募いただいた作品の一部を紹介しています。 

松阪労働基準監督署 お知らせ 検 索 

 

令
和
５
年
８
月
29
日
と
９
月
７
日
に
、
当
署
に
て
、
中
央

労
働
災
害
防
止
協
会
中
部
安
全
衛
生
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、「
機
械
災
害
（
は
さ
ま
れ
・
巻
き
込

ま
れ
・
切
れ
・
こ
す
れ
）
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

研
修
会
で
は
、
管
内
の
製
造
業
を
中
心
に
両
日
で
28
社

34
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
事
前
に
ご
提
出
い
た
だ

い
た
「
災
害
・
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
案
票
」
か
ら
、
実
際
の
事

案
を
も
と
に
し
て
事
例
検
討
を
行
い
、
実
践
的
な
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
実
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
法
と
し
て
、 

 
 

①
ハ
ザ
ー
ド
の
特
定 

 
 

②
リ
ス
ク
の
見
積
り 

 
 

③
優
先
度
の
設
定
・
リ
ス
ク
低
減
措
置
の
検
討 

 
 

④
リ
ス
ク
低
減
措
置
の
実
施 

を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
、
事
業
場
内
の
安
全 

対
策
を
恒
常
的
に
行
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

特
に
労
働
者
の
不
安
全
行
動
を
改
善
す
る
た 

め
に
は
、
管
理
者
が
「
こ
ん
な
（
危
険
な
）
こ 

と
は
し
な
い
」
で
は
な
く
、「
こ
ん
な
こ
と
も
で 

き
る
」
と
い
っ
た
視
点
を
持
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る 

事
態
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。 

 

中
災
防
で
は
、
中
小
規
模
事
業
場
を
対
象
に
、 

無
料
で
「
安
全
衛
生
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
行
っ
て 

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 

10
月
10
日
は
日
本
転
倒
予
防
学
会
が
制
定
す
る
「
転
倒
予

防
の
日
」
で
す
。 

 

令
和
５
年
８
月
末
時
点
に 

お
け
る
松
阪
労
働
基
準
監
督 

署
管
内
の
事
業
場
に
お
い
て 

発
生
し
た
転
倒
に
よ
る
休
業 

４
日
以
上
の
労
働
災
害
数
は
、 

42
件
（
全
体
の
労
働
災
害
発 

生
件
数
の
26
％
）
と
な
っ
て 

お
り
、
前
年
同
期
の
36
件
よ
り
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。 

 

過
去
３
年
間
に
お
け
る
同
期
比
較
で
最
多
と
な
っ
て
い
る

労
働
災
害
発
生
数
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
意
味
で
も
、
労
働
災

害
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
転
倒
災
害
の
防
止
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。 

 


